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研究成果概要 
まず、H２９年度で投稿した論文は H３０年度の始めに正式に発表されたが[1]、そのス
タディで残っている課題に取り組み続けている。 
 
ニュートリノの質量階層性を大気ニュートリノで調べるには、スーパーカミオカンデに

おける統計量を増やすことと、その信号の背景事象となるタウニュートリノの削減が重

要である。前者を実現するため、新しい再構成アルゴリズムを SK-IVの大気ニュートリ
ノのデータに掛け、本来より広い体積に反応を起こした事象が解析に使えることを確認

し、初めて振動解析に成功した。結果としては、新しいアルゴリズムと本来の体積だけ

でも、質量階層性への感度が上がるが、より広い領域を含めると更なる感度向上を実現

した。次に、SKデータのこの一部だけで、質量階層性が正常であることを７０％以上の
優位度という測定結果を得た。階層性の決定に至らなかったが、全 SK データをこの手
法で解析すると２から３s の感度があることがわかったから、それに向けてこれから研

究を進める予定である。これらの結果を論文にまとめて、PTEPに投稿したが[2]、H30
年度末の時点ではまだ査読中だった。 
 
二つ目の課題として、タウニュートリノのバックグラウンドの削減に向けて、上記のア

ルゴリズムの再構成結果を使った、大気ニュートリノサンプルにあるタウニュートリノ

事象を選び出す Neural Network手法を開発した。従来のアルゴリズムと比較したとこ
ろ、タウニュートリノ事象を正しく選別する確率は同等であるという残念な結果になっ

た。ただし、手法自体を流行の機械学習的な方法に変えてみると、効率の増加が確認で

きたが、これまでに使われなかった、新しい再構成アルゴリズムの機能を生かすと、更



なる増加が可能性があると着想している。タウニュートリノ識別能力を向上させると、

質量階層性の解析サンプルにおけるバックグラウンド削減のほかに、その反応断面積の

測定精度が上がると期待しているため、H３１年度にもこの研究を続ける予定である。 
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